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■開催概要 

開催日時：平成 24 年 2 月 29 日(水) 14：00～16：00     場 所：大阪市立総合生涯学習センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

議事次第 

 

1. 開会 

2. 出席者紹介 

3. 議  事 

(1) 地区会議の結果 

(2) 公園整備の進め方 

(3) 多目的利用の促進に向けた取組の説明 

4. 今後の予定 

5. 閉会 

 
 

配布資料（一覧） 

 

■説明資料 
・ 資料１ 淀川河川公園下流域地区会議の概要 

・ 資料２ 地区会議の意見に対する対応案 

 

■検討資料 
・ 資料３ 公園整備計画作成の基本的な考え方(案) 

・ 資料４ 下流域各地区の特性一覧 

・ 資料５ 下流域公園整備計画の対象地区(案) 

・ 資料６ 淀川河川公園の多目的利用の促進に向けた取組(案) 

 

■参考資料 
・ 参考資料１ 淀川河川公園下流域 地区会議会議録 

・ 参考資料２ 淀川河川公園下流域 地区別公園個票 

・ 参考資料３ グラウンド・ゴルフの概要 

 

 

1． 地区会議の結果 
 

[学識者委員] 

・ ごみについては、遊びに来た人が捨てるのではなく、

流れてくるごみが大量にあり、桂川ではたくさんのグ

ループが回収をおこなっている。 

・ 北西の風がごみを運ぶ場合が多いため、左岸側のワ

ンドなどに入ってくる。 

・ 淀川の河川敷の自然環境は草が主体であり、木が生

えると本来の植生が壊れるので、洪水に対する問題と

ともに、植生の回復、自然環境の回復のために木の

伐採というのは大事だと思う。 

[地域住民代表] 

・ 外島地区の陸上競技場のあたりの低木をなぜ撤去し

たのか。工事の説明の看板には実際にやっている作

業のことが書かれていない。 

[事務局] 

・ 安全確保のために必要な低木は残していくが、淀川

に本来生えるものではないものについては段階的に

縮小している。 

・ 本日のご意見も踏まえて、工事の目的などについてし

っかり伝えるという取り組みを進めていきたい。 
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[学識者委員] 

意味を持って整備をおこなっているのか、住民への説明責任があると思うので、そのあたりを丁寧にして欲しい。 

り除くと

本にあるということをもっと強調して、どこまでを自然環境というのかの定義づけをする必要があるのではないか。 

別をはっきりするべき。出てきた意見に対し、川で出来ないこと出来ることの取捨選択をはっきり出して、ホームページな

の清掃で、大きな電線がたくさん出てきたが、不法投棄についてどのように管理しているのか。 

報を受けたら随時撤去している。野草地区において、昼の巡視でみつからないものについては、たとえば年に1回除草などを

な問題が起こるか、今後は試行錯誤しながら順応的に管理していきたい。 

園は市街地大火に対して広域避難地の機能を果たすが、災害の形態に応じて河川敷が危険になる場合があるという認

。 

川の行政としっかり確認しておく必要がある。 

 

備の内容が一般には周知されていない。重点項目の 5 番目にある利用ルールづくりを市民と一体でやるということと

庭窪・八雲地区がモデル地区に選定されたが、今後のスケジュールをおおまかに教えて欲しい。 

区の検討は、具体的にどういうプロセスを踏んで展開していくのか。 

年時間を頂き次回の協議会で、公園整備計画の素案を提示する予定。その後、必要に応じてモデル地区を対象に地区会議

範囲は、鳥飼大橋からで八雲ワンドは入らないのか。 

画を作るうえで、一体で考えなければならないのであればそこまで広げる。 

用方法が非常に分かりにくい。 

いう基本的な部分を忘れずにすすめていくべきである。 

営公園ではなく、一部に行政のグラウンドがあったり未開設のエリアがあったりと複雑なので利用方法がうまく情報伝達

営公園のグラウンド、行政による占用グラウンド、自由占有あるいは不法占用グラウンドの 3 種類をしっかり仕分けして取り組

る庭窪・八雲地区には行政の占用グラウンドは含まれないが、未開園区域には不法耕作などが含まれている。 

区の素案づくりの中で、重点項目の 4 番目にある「人とまちとのつながりを深める」という意味で、市民の意見なども含

見をお聞きするという意味で、地域協議会を核として取り組み、モデル地区を対象に地区会議を開催することでご意見を伺う

運動施設は市民からのニーズがかなりあるので、重点項目の 3 番目の「多目的利用の促進」にあたっては、利用者の意見などを

川敷の問題に関しては、運動場の現状維持を言っているが、自然環境に対してどういう立場で考えてるのか。 

運動施設については、市民からのニーズがかなり高いので、(自然環境と)うまく調和をとりながら残してもらいたい。 

・ 自然環境が保全されることに関して公園管理者の立場では歓迎だが、守口市の立場全体としては、スポーツに親しむ住民の意

・ どういう

・ 今までの整備は足し算でいろいろなものが欲しいと増えていった。21 世紀型は過度に整備したものを機会あるごとに取

いう引き算の整備が重要と思う。 

[地域住民代表] 

・ 治水が基

[学識者委員] 

・ 取捨選

どで示すと今後やりやすくなると思う。 

[利用者代表] 

・ 河川敷

[事務局] 

・ 通

してその時にごみも一緒に撤去していきたい。 

・ 野草地区はどれくらい刈ればいいか、刈るとどん

[学識者委員] 

・ 河川公

識を日頃から持ってもらうよう、行政と連携することが重要である。 

・ 災害の形態に応じた広域避難地としての考え方の整理が必要では

[事務局] 

・ 沿

 

2．公園整備の進め方
[地域住民代表] 

・ 国による整

周知する条文のようなものがないかと思う。 

[行政] 

・ 

・ モデル地区の範囲がどこからどこまでか教えていただきたい。 

[学識者委員] 

・ モデル地

[事務局] 

・ 半

等を行って意見収集・反映し、協議会で再度審議する。5 年以内に環境面、治水面での技術検討を経て着工していく。 

・ 範囲は、庭窪河畔地区、八雲地区、八雲野草地区に庭窪ワンドを加えた区域を一体で検討する。 

[行政] 

・ 

[事務局] 

・ 計

[地域住民代表] 

・ 施設の利

・ 地区会議は、河川をいかに大事にするかと

[学識者委員] 

・ 全域が国

出来ていないということを念頭においていただきたい。 

[事務局] 

・ 国

みたい。 

・ モデル地区とす

・ 未開園区域を考える上で、不法耕作やホームレス問題にも取り組む必要があると考える。 

[利用者代表] 

・ モデル地

めて策定段階から参画できるのか。 

[事務局] 

・ 意

場を設けたい。 

[行政] 

・ 

十分反映していただきたい。 

[学識者委員] 

・ 行政は河

[行政] 

・ 

[行政] 
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見も無視できない。 

ついては、多目的利用の促進と同時に、自然環境の再生との関係性を、モデル地区で議論してみたらどう

] 

故の相反、雑草が茂って見通しが利かないのとツバメのねぐらの相反など、プラスマイナスの点を洗い出して、解決でき

り掲げて議論すべきである。 

] 

を全部廃止せよとは言わないが、マイナス面から

こまで減らしても良いという限界を考えれば良いと思う。 

盛り込めばよい。 

議は 1 回だけでなく、後の維持管理も含めてどうやっていくのかなど、地域との関係性を緻密にして計画していかなけれ

地区で活動している市民団体等に意見を聞いて、その方々が活動しやすい環境づくりをすることでより輪が広が

ばと考えている。 

 
[事務局] 

、グラウンドゴルフができるように運用を見直す案の説明があり、各流

協議会で了承を得て実施する予定が示された。 

[事務局] 

ごろの開催を予定している。2つのモデル地区の計画素案を提示し、計画内容の検討をどのよう

進めていくかをご審議いただきたい。 

 

【お問い合わせ先】 

河川事務所 河川公園課 

 

072 3-0 mail: yodogawa-kouen@kkr.mlit.go.jp 

 

[学識者委員] 

・ 重点項目の 3 番目に

か。 

・ バーベキュー広場と自然環境のあり方や、野球場と自然環境のあり方について議論してみてはどうかと思う。 

[学識者委員

・ 淀川は過剰利用で自然環境はすでに危機を通り越してしまっている。 

・ 親水と事

るところは解決し、残ったところは時間をかけて煮詰めたらよい。 

[学識者委員] 

・ 過剰利用と自然再生について、重点項目 3 番目のところできっち

[地域住民代表

・ 自然とは何かというのはそれぞれ違うので、定義をしっかりしないといけない。 

[学識者委員] 

・ 淀川の本川は運動場が多すぎる。そのほとんどを大人が利用している。運動場

考えてこ

[地域住民代表] 

・ 今後素案を作るうえで、利用していない陸上トラックをやめるなどを

[学識者委員] 

・ 2 地区をモデル地区に選定することは了解でよいか（全員同意） 

・ 地区会

ばならない。 

[事務局] 

・ まずは、モデル

れ

 

3．多目的利用の促進に向けた取組の説明

・ 多目的利用を促進する取り組みの一環として

域

 

4．今後の予定について 

・ 次回の地域協議会は夏

に

 
 

近畿地方整備局 淀川

〒573-1191 大阪府枚方市新町 2 丁目 2 番 10 号

TEL：072-843-2861(代)  FAX： -84 910  E-

 

 

 

 

当日配布した資料などは、下記 Web サイトにて、公表しています。詳細は、Web サイトを参照願います。 
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